
2025年（令和7年）1月1日号 たま広報10 おうちの防災対策を見直しませんか？

広報紙に関するご意見やご要望などがありましたら、次のフォームからお寄せください。
ID1012584i秘書広報課☎（338）6812たま広報へのご意見をお寄せください

　30年前の阪神・淡路大震災を契機とし、災害時におけるボランティア活動や地
域の自主的な防災活動についての認識を深めるとともに、災害に対する備えの強
化を図ることを目的としています。
　多摩消防署は、応急救護や物資搬送などの後方支援活動にご協力いただける方
を募集しています。詳細は、お問い合わせください。
i多摩消防署予防課防災安全係☎(375)0119

１月15日㈬～21日㈫は
「防災とボランティア週間」です

d１月12日㈰午前10時30分～午後０時25分bn①表彰式典
＝永山公民館ベルブホール②消防団パレード・一斉放水＝
永山北公園備考午前７時30分ごろに市内全域、午後０時
10分ごろから永山北公園でサイレンが鳴ります。火災など
と間違えないようご注意ください。雨天時は①のみ実施し
②は中止 ID1013712i防災安全課☎(338)6802

令和７年多摩市消防団出初式を
行います　in永山北公園

非常用持出袋をつくりましょう！
　地震の影響で家が住めなくなった時は、すぐに避難し
てください！　でも避難先で苦労しないために最小限の
物資を詰めた”非常用持出袋”をつくっておきましょう！

地震が起きたときに危険な場所をなくしましょう！

　家が無事だったら家にいましょう！
　その時に必要なのが”備蓄”です。備蓄リストを参考に、必要な
ものが用意できているか確認しましょう！　特に食糧や飲料水は
期限が切れていないか定期的にチェックしてください！
・最低限の備蓄リスト

　以下の情報を確認しましょう！
・家族間の連絡手段
・集合場所
・避難経路
・災害情報の収集手段

能登半島地震から１年の節目に、おうちの防災対策を見直しませんか？おうちの防災対策を見直しませんか？

災害対策の日常点検をしよう 携帯トイレ・防災ハンドブックを
全戸配布します

　令和６年１月１日に発生した能登半島地震から、ちょうど１年となります。改めて、被害に遭われた皆さんにお見舞い申し上げ
ると共に、お亡くなりになられた方々に心からご冥福をお祈り申し上げます。
　１年となる節目に、日常の地震対策を改めて見直してみましょう。

チェックポイント１：家の安全確認

チェックポイント２：備蓄の確認

チェックポイント３：家族で話し合い

部屋 × 玄関×

食糧 1人1日3食を最低3日分（推奨７日分）
飲料水 1人1日3リットルを最低3日分（推奨７日分）

携帯トイレ 1人1日5回を最低3日分（推奨７日分）
照明 懐中電灯・大型ライト
調理用 カセットコンロ・ガスボンベ

情報収集など スマートフォン・モバイルバッテリー・ラジオなど
季節もの カイロなど
車の燃料 半分以下で給油

非常用持出袋の作り方▲

　地震対策をまとめたハンドブックと能登半島地震で注目された
携帯トイレをセットにして全戸配布します！
配布物
・携帯トイレ(お試し用)×３個
・多摩市防災ハンドブック×１部
配布期間
１月７日㈫～２月28日㈮

多摩市市民防災講演会のお知らせ

１部　�地震の活動期に地域の防
災力を高める

　阪神・淡路大震災を中心とし
た過去の災害の教訓を整理しな
がら、心配される首都直下地震
への備えを考えましょう。

２部　�豪雨の時代、災害情報を
防災に活かす

　温暖化で豪雨被害が増える中、
事前に災害情報の活用方法を学
び、「知識」を備えておきましょ
う。

もう待てない！
大災害への備え、あなたは大丈夫？

・棚の上に物を置いてないか
➡地震が起きたとき飛んできて
　けがをする恐れがあります。
・家具の固定
➡地震で倒れてくる恐れが
　あります。

・逃げ道をふさぐものは置いていないか
・非常用持出袋は準備されているか

d1月25日㈯午前10時～午後0時20分
b永山公民館ベルブホール(オンライ
ン配信あり)t大災害に備えて準備を
始めたい方、防災について何から始め
ていいか分からない方、防災知識をさ
らに深めたい方c会場＝150人、オン
ライン＝100人(いずれも市内在住・在
勤・在学者優先の申し込み先着順)講
師山﨑登氏(国士舘大学名誉教授)ID
1013822mi公式ホームページのイン
ターネット手続きまたは電
話で、防災安全課☎(338) 
6802へ

i防災安全課☎(338)6802


